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る
日
と
設
け
な
い
日
が
あ
る
、
㋑
日
に

よ
っ
て
時
間
帯
が
異
な
る
、
と
い
っ
た

定
め
も
可
能
で
す
。

⑷　

休
憩
時
間
（
第
６
条
）

　

労
働
者
が
休
憩
を
取
得
す
る
時
間
帯

を
自
由
に
決
め
ら
れ
る
と
す
る
場
合

は
、
一
斉
休
憩
の
適
用
除
外
に
関
す
る

労
使
協
定
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
に
注
意
す
べ
き
で
す
。

⑸　
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム（
第
７
条
）

　

㋐
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
に
お
け
る

任
意
の
始
業
・
終
業
時
刻
の
決
定
に
あ

た
り
、
取
引
先
や
他
部
署
へ
の
影
響
等

を
十
分
に
考
慮
し
、
業
務
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

旨
や
、
㋑
労
働
者
が
、
始
業
・
終
業
時

刻
の
予
定
を
事
前
に
所
属
長
に
申
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
併
せ
て
規
定

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑹　

超
過
労
働
時
間
（
第
10
条
）

　

清
算
期
間
が
１
か
月
を
超
え
な
い
場

合
、
清
算
期
間
に
お
け
る
法
定
労
働
時

間
の
総
枠
を
超
え
た
時
間
が
、
時
間
外

労
働
と
な
り
ま
す
。

⑺　

不
足
時
間
の
取
扱
い
（
第
11
条
）

　

清
算
期
間
中
の
実
労
働
時
間
が
総
労

働
時
間
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
に
、
直

ち
に
賃
金
控
除
せ
ず
、
次
の
清
算
期
間

で
不
足
分
を
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
行
政
解
釈
に
よ
れ
ば
、
次

の
清
算
期
間
で
の
繰
越
し
の
上
限
は
、

法
定
労
働
時
間
の
総
枠
の
範
囲
内
と
な

る
の
で
留
意
す
べ
き
で
す
。

協
定
作
成
に
あ
た
っ
て
の

留
意
点

●２⑴　

適
用
対
象
者
（
第
１
条
）

　

対
象
と
な
る
労
働
者
の
範
囲
に
つ
い

て
、
た
と
え
ば
、「
○
○
部
職
員
」「
従

業
員
Ａ
、
Ｂ
…
」
も
あ
り
得
ま
す
。

⑵　

清
算
期
間
（
第
２
条
）

　

清
算
期
間
と
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
に
お
い
て
、
労
働
者
が
労
働
す
べ

き
時
間
を
定
め
る
期
間
を
い
い
ま
す
。

法
改
正
に
よ
り
、
上
限
が
１
か
月
か
ら

３
か
月
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
清
算
期

間
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
起
算
日

も
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑶　

コ
ア
タ
イ
ム
（
第
５
条
）

　

コ
ア
タ
イ
ム
に
つ
い
て
は
、
㋐
設
け

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
は

●１⑴　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
は
、
一
定
の

要
件
の
下
に
、
従
業
員
が
日
々
の
始

業
・
終
業
時
刻
を
自
主
的
に
決
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
法
定
労
働
時

間
を
弾
力
化
す
る
制
度
で
す
。

⑵　

導
入
の
際
の
要
件

　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
導
入
す
る

た
め
に
は
、
①
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
に
よ
る
定
め
、
②
労
使

協
定
の
締
結
、
③
（
清
算
期
間
が
１
か

月
を
超
え
る
場
合
）
所
轄
の
労
働
基
準

監
督
署
長
へ
の
労
使
協
定
の
届
出
が
必

要
で
す
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
労
使
協
定

１月号　副業・兼業取扱規程
２月号　私傷病休職規程
３月号　希望退職・早期退職者支援規程
４月号　フレックスタイム労使協定
５月号　１年単位の変形労働時間制度に関する労使協定
６月号　１か月単位の変形労働時間制度に関する労使協定

黒
　
田
　
雄
　
太

弁
護
士
田
　
村
　
裕
一
郎

弁
護
士

近
時
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
多
様
な
働
き
方
や
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
時
差
出
勤
の
実
現
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
労
使
協
定
に
関
す
る
留
意

点
を
説
明
し
ま
す
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そ
の
規
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
廃
止
の
必
要
性

を
労
働
者
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
た

う
え
で
、
労
使
間
で
の
合
意
に
よ
り
行

な
う
べ
き
と
い
え
ま
す
。�

●▲

始
業
・
終
業
時
刻
に
関
す
る
労
働
者
の

自
主
的
な
決
定
権
が
失
わ
れ
る
と
い
う

意
味
に
お
い
て
、
不
利
益
変
更
に
該
当

し
得
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
労
使
協
定
の
解
消
は
、

定
を
行
な
う
、
㋑
合
理
的
理
由
の
な
い

超
過
労
働
時
間
の
発
生
を
繰
り
返
す
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑼　

制
度
の
廃
止
（
第
13
条
）

　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
廃
止
は
、

⑻　

適
用
の
臨
時
的
中
断
・
適
用
除
外

（
第
12
条
）

　

本
条
の
「
不
適
当
」
な
場
合
と
し
て

は
、
㋐
顧
客
等
と
の
信
頼
関
係
や
業
務

効
率
を
損
な
う
始
業
・
終
業
時
刻
の
設

■フレックスタイム労使協定例

フレックスタイム労使協定
　○○株式会社と○○労働組合（従業員代表）は、フレックスタイム制での勤務について、次
のとおり協定した。
第１条�　フレックスタイム制での勤務は、本社に属する従業員のうち、○○部所属の従業員（○

○職以上の者を除く）に適用する。
第２条　清算期間は、毎月１日から末日までの１か月間とする。
第３条　１日の標準労働時間は７時間とする。
　２�．年次有給休暇を取得した日および出張等により事業場外労働に従事して労働時間を算
定し難いときは、標準労働時間労働したものとみなす。

第４条�　清算期間中における総労働時間（所定労働時間）は、清算期間中の所定労働日数に、
第３条第１項に定める１日の標準労働時間を乗じて得られた時間とする。

第５条�　コアタイムは、午前10時から午後３時までとする。コアタイム以外の時間帯のみの勤
務は、原則として認めない。

第６条　休憩時間は、午後０時30分から午後１時30分までの１時間とする。
第７条�　フレックスタイム制が適用される従業員は、午前７時から午前10時までの間の任意の

時刻から始業するものとし、午後３時から午後６時までの間の任意の時刻に終業するも
のとする。

第８条　コアタイムおよびフレキシブルタイムのいずれにも勤務しなかった場合は欠勤とする。
　２．コアタイム開始時刻に遅れて出勤した場合は遅刻とする。
　３．コアタイム終了時刻より前に退勤した場合は早退とする。
　４�．欠勤、遅刻または早退する場合は、就業規則第○条に従い、所定の手続きを行なわな
くてはならない。

第９条　次に掲げる日は、フレックスタイム制を適用しない。
　①　土日祝日、年末年始休暇
　②　会社が別途定める日
第10条�　清算期間中の実労働時間が第４条に定める総労働時間を超過したときは、賃金規程に

定める時間外労働手当を支給する。
　２�．前項にかかわらず、休日の実労働時間は第４条に定める総労働時間に算入せず、⑴法
定休日労働には賃金規程に定める法定休日労働手当を支給し、⑵法定外休日労働には賃
金規程に定める所定休日労働手当を支給する。

第11条�　清算期間中の実労働時間が第４条に定める総労働時間に不足したときは、○時間まで
は不足時間を次の清算期間に繰り越すものとする。○時間を超える場合は、当該清算期
間で超えた時間分の賃金を控除する。

　２�．前項に基づき、不足時間を繰り越した従業員は、次の清算期間において、当該時間を
解消しなければならない。この繰越清算は、翌清算期間に限るものとする。

第12条�　フレックスタイム制の適用が不適当と認められる場合は、所属長の判断により、当該
従業員に対するフレックスタイム制の適用を、臨時的中断または適用除外することがあ
る。この場合、当該従業員の労働時間その他の取扱いについては、就業規則第○条に定
めるところによる。

第13条�　業務上の必要性が生じた場合、会社は、本労使協定に基づくフレックスタイム制の全
部または一部を廃止することができる。

第14条以下（有効期間、署名欄など）：省略

た
む
ら
　
ゆ
う
い
ち
ろ
う
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
。
弁
護
士
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
。
第
一
東
京
弁
護
士
会
（
元
）
労
働
法
制
委
員
会
委
員
。

く
ろ
だ
　
ゆ
う
た
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
。
弁
護
士
。


